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【今月の表紙】【今月の表紙】徳島大学生物資源産業学部農場の見事な桜並木でお花見中の子どもたち。
これから先、令和の時代を築いていく新たな世代のつぼみが芽吹きはじめています。
徳島大学生物資源産業学部農場の見事な桜並木でお花見中の子どもたち。
これから先、令和の時代を築いていく新たな世代のつぼみが芽吹きはじめています。

新
時
代
、
新
世
代
。



●
平
成
31
年
度
石
井
町
一
般
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額86億

７
，８
０
０
万
円

●
平
成
31
年
度
石
井
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

28
億
７
，６
８
９
万
５
千
円

●
平
成
31
年
度
石
井
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

１
１
０
万
７
千
円

●
平
成
31
年
度
石
井
町
給
与
集
中

管
理
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

13
億
３
，０
８
４
万
８
千
円

●
平
成
31
年
度
石
井
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

３
億
７
，２
９
５
万
９
千
円

●
平
成
31
年
度
石
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

　

予
算
の
総
額

27
億
５
，８
８
２
万
１
千
円

●
平
成
31
年
度
石
井
町
水
道
事
業

会
計
予
算

　

収
益
的
収
支

収
益�

６
億
１
，７
５
４
万
８
千
円

事
業
費�

４
億
５
，８
１
９
万
４
千
円

　

資
本
的
収
支

収
入�

６
，６
１
０
万
円

支
出�

２
億
６
，９
４
５
万
７
千
円

　

資
本
的
収
支
の
差
引
不
足
額

２
億
３
３
５
万
７
千
円
は
、
当

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
７
，

５
５
９
万
８
千
円
及
び
減
債
積
立

金
１
億
２
，７
７
５
万
９
千
円
で

補
て
ん
し
ま
す
。

●
平
成
30
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

補
正
額

△
３
億
５
，３
２
０
万
６
千
円

　

予
算
の
総
額

90
億
９
，８
６
５
万
２
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

補
正
額１億

９
，７
５
２
万
６
千
円

　

予
算
の
総
額

92
億
９
，６
１
７
万
８
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額�

△
４
８
１
万
６
千
円

　

予
算
の
総
額

32
億
９
，７
２
４
万
６
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額�

△
２
万
３
千
円

　

予
算
の
総
額�

１
３
８
万
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
給
与
集
中

管
理
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額�

△
１
，６
１
４
万
円

　

予
算
の
総
額12億

６
，３
６
５
万
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

補
正
額�

９
９
７
万
４
千
円

　

予
算
の
総
額

３
億
５
，７
２
１
万
５
千
円

●
平
成
30
年
度
石
井
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

補
正
額１億

７
，９
８
９
万
２
千
円

　

予
算
の
総
額

29
億
９
，１
６
０
万
２
千
円

●
石
井
町
総
合
発
展
計
画
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律

第
67
号
）
の
改
正
に
よ
り
、
策
定

の
義
務
付
け
が
廃
止
さ
れ
た
総
合

計
画
に
つ
い
て
、
町
の
最
上
位
の

計
画
と
位
置
付
け
て
策
定
す
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
教
育
振
興
基
金
条
例
に
つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
及
び
一
般
寄
付

の
う
ち
教
育
全
般
に
活
用
す
る
目

的
で
寄
付
さ
れ
た
も
の
に
つ
い

て
、
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、
幅

広
く
教
育
の
振
興
に
充
て
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
移
動
図
書
館
車
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

移
動
図
書
館
車
の
完
成
に
伴
い

基
金
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
た

め
、
本
条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
課
及
び
室
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

総
合
政
策
課
を
廃
止
し
、
総
務

課
、
財
政
課
及
び
産
業
経
済
課
の

分
掌
事
務
を
変
更
し
、
防
災
対
策

課
の
名
称
を
変
更
す
る
た
め
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
（
平
成
30
年
法
律
第
71
号
）
に

よ
り
導
入
さ
れ
た
時
間
外
勤
務
時

間
の
上
限
規
制
等
に
つ
い
て
、
国

家
公
務
員
に
お
け
る
措
置
の
内
容

を
踏
ま
え
、
所
要
の
措
置
を
行
う

た
め
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
学
童
保
育
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

高
原
学
童
保
育
施
設
の
新
設
に

伴
い
施
設
を
追
加
し
、
ま
た
、
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
の
名
称
変
更
及
び

追
加
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。 　
　
　
　
　
　
　
　

●
石
井
町
災
害
弔
慰
金
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
つ
い

て
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
48
年
法
律
第
82

号
）
及
び
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
48

年
政
令
第
３
７
４
号
）
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
災
害
援
護
資
金
の
貸

付
け
利
率
が
無
利
子
と
な
る
条
件

の
追
加
及
び
貸
付
け
利
率
の
見
直

し
等
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

基
準
省
令
の
改
正
に
伴
い
必
要

と
な
る
所
要
の
改
正
及
び
字
句
の

整
理
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な

支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

本
条
例
に
つ
い
て
字
句
の
整
理

議
会
だ
よ
り

　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
町
議

会
を
平
成
31
年
２
月
28
日
か
ら

３
月
14
日
ま
で
の
15
日
間
の
日

程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
町

提
出
の
議
案
は
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

当

初

予

算

補

正

予

算

条

例

の

制

定

条

例

の

廃

止

条
例
の
一
部
改
正
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を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

本
条
例
に
つ
い
て
字
句
の
整
理

を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

本
条
例
に
つ
い
て
字
句
の
整
理

を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し

ま
し
た
。

●
石
井
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
等
の
指
定
の
条
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

石
井
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
者
の
指
定
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
条
例
（
平
成
30
年

石
井
町
条
例
第
14
号
）
に
規
定
す

る
内
容
に
つ
い
て
、
本
条
例
に
お

い
て
規
定
す
る
た
め
、
改
正
し
ま

し
た
。

●
石
井
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、
ご
み
処
理
手
数
料
の
額
を

見
直
す
と
と
も
に
、
消
費
税
率
の

改
定
に
合
わ
せ
て
手
数
料
に
消
費

税
等
相
当
額
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
立
学
校
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

石
井
幼
稚
園
の
新
園
舎
の
完
成

に
伴
い
、
石
井
幼
稚
園
の
位
置
を

変
更
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
財
政
調

整
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
県
単
位

化
に
伴
い
、
被
保
険
者
の
医
療
費

に
か
か
る
費
用
は
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
と
し
て
県
に
納
付

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
基
金

を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
理
由

に
つ
い
て
変
更
す
る
た
め
、
本
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

消
費
税
法
（
昭
和
63
年
法
律
第

１
０
８
号
）
及
び
地
方
税
法
（
昭

和
25
年
法
律
第
２
２
６
号
）
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
消
費
税
率
及
び

地
方
消
費
税
率
が
改
め
ら
れ
る
た

め
、
水
道
料
金
等
を
改
定
す
る
た

め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
水
道
事
業
布
設
工
事
監

督
者
が
監
督
業
務
を
行
う
水
道
の

布
設
工
事
並
び
に
布
設
工
事
監
督

者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法
律

第
26
号
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

専
門
職
大
学
が
新
設
さ
れ
る
た

め
、
布
設
工
事
監
督
者
及
び
水
道

技
術
管
理
者
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
者
の
資
格
要
件
に
つ
い
て
専
門

職
大
学
に
関
す
る
規
定
を
追
加
す

る
た
め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

●
石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

　

石
井
町
教
育
委
員
会
委
員
、
平

岡
弘
章
氏
が
平
成
31
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
辞
任
す
る
こ
と
に
伴

い
、
そ
の
後
任
と
し
て
髙
橋
勝
也

氏
（
平
島
）
を
推
薦
す
る
こ
と
が
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
、
吉
岡
伯
明
氏

の
任
期
が
平
成
31
年
６
月
30
日
に

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
後

任
委
員
と
し
て
同
氏
を
推
薦
す
る

こ
と
が
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
、
武
知
至
康
氏

の
任
期
が
平
成
31
年
６
月
30
日
に

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
後

任
委
員
と
し
て
同
氏
を
推
薦
す
る

こ
と
が
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
第
１
回
定
例
町
議
会

に
お
い
て
、
町
長
が
当
面
す
る
町

政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
所
信
を

述
べ
ま
し
た
。
要
旨
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

■
第
五
次
石
井
町
総
合
発
展
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

　

石
井
町
が
目
指
す
べ
き
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

施
策
の
方
針
を
明
確
化
し
、
計
画

的
・
総
合
的
か
つ
持
続
的
な
行
政

運
営
を
推
進
す
る
た
め
の
総
合
的

指
針
と
し
て
、
２
０
１
１
年
度
か

ら
10
年
計
画
と
し
て
策
定
い
た
し

ま
し
た
、
第
四
次
石
井
町
総
合
発

展
計
画
の
計
画
期
間
が
２
０
２
０

年
度
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。

　

総
合
発
展
計
画
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
並
び
に

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
性
を
示
す

「
基
本
構
想
」
と
、
こ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体
的
施
策
の
方
針
を
、

計
画
期
間
中
に
お
け
る
検
証
と
調

整
を
加
え
て
定
め
る
五
年
ご
と
の

「
基
本
計
画
」
か
ら
な
り
ま
す
。

　

現
在
石
井
町
で
は
、
第
四
次
後

期
計
画
と
い
た
し
ま
し
て
「
太
陽

と
緑
の
環
境
都
市　

い
し
い
」
を

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
、「
支
え
合
い

育
て
合
う
、
人
の
輝
く
ま
ち
づ
く

り
」「
環
境
を
考
え
、
暮
ら
し
を

快
適
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
及

び
「
住
民
が
主
役
の
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
三
つ
の
基
本

目
標
を
掲
げ
て
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
第
四
次
計
画
が
策
定
さ
れ
た

10
年
前
か
ら
で
は
、
人
口
構
造
や

経
済
な
ど
の
社
会
情
勢
や
、
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
の
変

化
、
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
し
た
今
後
10
年

で
石
井
町
が
目
指
す
べ
き
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
を

実
現
す
る
新
た
な
計
画
と
し
て
第

五
次
石
井
町
総
合
発
展
計
画
の
策

定
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

　

こ
の
改
正
法
案
は
、
幼
稚
園
や

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
実

費
徴
収
分
を
除
く
保
育
料
に
つ
い

て
、
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
は
原
則

無
償
化
し
、
２
歳
以
下
の
児
童
に

つ
い
て
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

限
定
し
て
無
償
化
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
法
改
正
が
成
立
す
れ
ば

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
無
償
化
が

実
施
さ
れ
、
２
０
２
０
年
度
以
降

に
あ
っ
て
は
市
町
村
に
も
無
償
化

に
係
る
財
政
負
担
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
本
町
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
多
子
世
帯
に

お
け
る
第
２
子
以
降
の
保
育
料
軽

人

事

町
政
の
概
要
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減
を
継
続
し
な
が
ら
、
こ
の
新
た

な
無
償
化
を
実
現
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
今
後
に
お
い
て
、
そ
の

財
源
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
第
2
期
石
井
町
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
う

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

子
育
て
支
援
の
在
り
方
を
定
め

た
、
現
行
の
石
井
町
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
は
、
策
定
か

ら
５
年
が
経
過
す
る
た
め
、
国
の

指
針
に
基
づ
く
見
直
し
を
行
い
、

新
た
に
２
０
２
０
年
度
か
ら
５
年

を
事
業
期
間
と
し
た
第
２
期
石
井

町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
策
定
に
伴
う
ニ
ー
ズ

調
査
と
し
て
、
小
学
校
６
年
生
以
下

の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
世
帯

を
対
象
に
、
教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
希
望
や
、
子
育
て
支
援
に

関
す
る
ご
意
見
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
調
査
対
象
世
帯
の
約
46

パ
ー
セ
ン
ト
の
方
々
に
ご
回
答
を

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

■
外
国
語
（
英
語
）
活
動

　

小
学
校
で
は
、
２
０
２
０
年
度

か
ら
新
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実

施
と
な
り
英
語
教
育
の
教
科
化
・

早
期
化
が
図
ら
れ
ま
す
。
今
年
度

か
ら
先
行
実
施
で
、
５
・
６
年
生

は
70
時
間
、
３
・
４
年
生
35
時
間

で
実
施
し
ま
す
。
幼
稚
園
の
年
長

（
週
１
時
間
程
度
）
か
ら
英
語
指

導
員
の
先
生
と
ふ
れ
あ
い
外
国
の

文
化
に
親
し
ん
で
い
る
た
め
、
小

学
校
外
国
語
教
育
に
ス
ム
ー
ズ
に

接
続
が
図
れ
る
よ
う
小
学
校
１
・

２
年
生
に
お
い
て
も
、
20
時
間
程

度
の
時
間
を
確
保
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
外
国
語
や

外
国
の
文
化
に
親
し
み
、
英
語
力

を
身
に
つ
け
、
自
分
の
将
来
や
石

井
町
の
未
来
に
生
か
そ
う
と
す
る

子
ど
も
を
育
て
る
」
こ
と
を
目
標

に
幼
・
小
・
中
と
連
携
し
切
れ
目

の
な
い
英
語
教
育
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
、土
曜
授
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

土
曜
日
な
ら
で
は
の
学
校
行
事
や

集
会
活
動
な
ど
に
あ
て
、
年
間
３

回
の
実
施
と
し
ま
す
。

■﹁
学
び
の
架
け
橋
﹂プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」、「
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
」
等
が
指
摘
さ
れ
る
な

か
、
長
期
に
わ
た
る
研
修
や
継
続

的
な
相
互
交
流
を
行
う
な
ど
、幼
・

小
・
中
の
教
職
員
が
連
携
に
努
め

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校

種
に
お
い
て
幼
児
児
童
生
徒
の
実

態
や
指
導
の
仕
方
等
の
違
い
を
体

験
的
に
理
解
す
る
と
共
に
、
円
滑

な
接
続
に
つ
い
て
の
研
究
を
昨
年

度
よ
り
２
か
年
の
事
業
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

前
年
度
の
成
果
と
課
題
か
ら
改

善
を
加
え
研
究
実
践
を
行
い
、
２

年
間
の
研
究
の
ま
と
め
と
得
ら
れ

た
成
果
や
手
法
等
を
広
く
町
内
の

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
に
知

ら
せ
、
町
全
体
で
教
育
へ
の
円
滑

な
接
続
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備

　

平
成
29
年
３
月
に
新
小
学
校
学

習
指
導
要
領
及
び
新
中
学
校
学
習

指
導
要
領
が
公
示
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
に
つ
い
て
、「
各
学
校

に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情

報
手
段
を
活
用
す
る
た
め
に
必
要

な
整
備
を
整
え
、
こ
れ
ら
を
適
切

に
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を

図
る
こ
と
」
が
明
記
さ
れ
る
と
と

も
に
小
学
校
に
お
い
て
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
化
さ
れ

る
な
ど
積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
石
井
町

に
お
い
て
も
計
画
的
に
整
備
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
新
給
食
セ
ン
タ
ー

　

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
計
業
務

を
基
本
的
に
終
え
、
建
築
確
認
等

の
各
種
届
出
を
行
い
２
月
末
に
実

施
設
計
書
等
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
鋼
鉄
ボ
ル
ト
等
が
高
値
で
か

つ
品
不
足
の
為
、
納
期
も
不
明
な

状
態
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

れ
に
伴
い
建
築
物
価
等
す
べ
て
に
お

い
て
高
騰
し
、
ま
た
、
人
件
費
を
含

め
あ
ら
ゆ
る
建
築
単
価
上
昇
が
続

い
て
い
ま
す
。
建
築
に
は
高
額
な
予

算
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
国
へ

の
陳
情
の
際
に
、
国
会
議
員
を
通

じ
て
要
望
書
を
提
出
し
補
助
の
獲

得
に
向
け
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は

調
理
員
の
増
員
が
必
須
で
あ
る
こ

と
か
ら
民
間
委
託
し
調
理
業
務
を

行
う
計
画
で
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に

移
管
出
来
る
た
め
に
も
委
託
期
間

を
前
倒
し
で
も
可
能
と
な
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

空
き
家
の
適
正
な
維
持
管
理

と
、
利
活
用
の
推
進
に
よ
る
住
環

境
の
保
全
及
び
定
住
・
移
住
の
促

進
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に

石
井
町
空
き
家
等
対
策
計
画
を
策

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
事
業
の
実

施
に
着
手
し
、
３
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、空
き
家
実
態
調
査
、

家
屋
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
及
び

空
き
家
バ
ン
ク
開
設
と
い
っ
た
ソ

フ
ト
事
業
や
、
老
朽
危
険
空
き
家

除
却
支
援
事
業
、
生
活
体
験
施
設

へ
の
空
き
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
ハ
ー
ド
事
業
等
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
成
果
と
し
て
は
、

今
年
度
か
ら
本
格
的
な
制
度
運
用

が
ス
タ
ー
ト
し
た
空
き
家
バ
ン
ク

に
つ
い
て
は
１
件
の
成
約
や
、
老

朽
危
険
空
き
家
の
除
却
支
援
に
つ

い
て
も
こ
の
３
年
間
で
６
件
の
危

険
空
き
家
を
除
却
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

■
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

　

終
活
の
一
つ
と
し
て
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
終

活
自
体
に
心
理
的
な
抵
抗
を
も
た

れ
る
方
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加

に
伴
い
、
入
院
や
介
護
、
認
知
症

等
へ
の
対
応
を
想
定
し
た
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
支
援
の
た
め
必
要

最
小
限
の
事
項
を
ま
と
め
た
ノ
ー

ト
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
石
井

町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
「
石

井
町
あ
る
で
な
い
で
会
議
」
の
メ

ン
バ
ー
の
意
見
を
参
考
に
し
て
、

現
在
ノ
ー
ト
の
案
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
１
，０
０
０
部
印
刷
し
、

希
望
者
に
配
付
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■
防
災
対
策
事
業

　

１
月
20
日
、
石
井
中
学
校
を
会

場
と
し
「
石
井
町
防
災
訓
練
」
を

住
民
参
加
型
の
「
避
難
所
運
営
訓

練
」
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
住

民
の
皆
様
が
、
避
難
所
の
開
設
、

避
難
者
の
受
入
れ
、
避
難
所
運
営

の
初
期
対
応
な
ど
、
初
め
て
の
取

り
組
み
と
し
て
、
町
内
自
主
防
災

会
の
皆
様
、
名
西
郡
医
師
会
、
石

井
町
防
災
士
会
、
日
赤
奉
仕
団
な

ど
１
７
８
名
の
皆
様
に
避
難
所
運

営
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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避
難
所
運
営
本
部
の
総
務
班

や
、
施
設
管
理
班
、
避
難
者
管
理

班
、
食
料
・
物
資
班
な
ど
様
々
な

役
割
で
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難
所
運
営

の
課
題
を
持
ち
、
各
班
が
連
携
し

た
運
営
訓
練
を
行
い
、
避
難
所
運

営
に
お
け
る
様
々
な
問
題
に
対
応

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
地
区
自
主
防
災
会
役
員
の
皆

様
を
始
め
、
関
係
者
の
皆
様
に
は

お
忙
し
い
中
、
事
前
打
ち
合
わ
せ

説
明
会
か
ら
、
積
極
的
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

防
災
訓
練
に
は
５
０
０
名
を
超

え
る
皆
様
に
避
難
者
と
し
て
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
様
に
は
、
避
難
所
開
設
ま
で

の
時
間
、
寒
い
中
お
待
ち
い
た

だ
く
な
ど
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
体
育
館
内
に
お

い
て
も
、
避
難
者
の
皆
様
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
訓
練
メ

ニ
ュ
ー
が
提
供
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
避
難

所
運
営
訓
練
」
は
、
初
め
て
の
取

り
組
み
で
訓
練
に
参
加
し
た
町
職

員
も
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
運
営
方
法
な
ど

至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
防
災

訓
練
に
は
、
こ
の
た
び
の
反
省
点

を
生
か
し
、
よ
り
効
果
的
で
住
民

の
皆
様
に「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

と
思
わ
れ
る
防
災
訓
練
を
実
施
で

き
る
よ
う
、
努
力
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
耐
震
化
事
業

　

平
成
30
年
度
は
、
住
ま
い
の

耐
震
診
断
40
件
、
補
強
計
画
22

件
、
耐
震
改
修
12
件
、
安
心
安
全

リ
フ
ォ
ー
ム
１
件
、
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
２
件
、
住
み
替
え
除
却
２
件

の
事
業
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

耐
震
改
修
件
数
は
前
年
に
比
べ
増

加
し
て
お
り
、
耐
震
化
に
つ
い
て

の
事
前
相
談
件
数
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
も
、６
月
に
発
生
し
た「
大

阪
府
北
部
地
震
」
や
９
月
の
「
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
」
な
ど
、
大

規
模
な
地
震
が
発
生
し
て
お
り
、

家
屋
の
耐
震
化
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
耐
震
化
事
業
で
す
が
、

耐
震
診
断
や
補
強
計
画
の
無
償
化

を
は
じ
め
、
耐
震
改
修
工
事
へ
の

上
限
１
３
０
万
円
補
助
や
、
耐
震

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助
な
ど
各
種

耐
震
化
事
業
を
実
施
し
、
住
ま
い

の
耐
震
化
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業

　
「
大
阪
府
北
部
地
震
」
の
教
訓

か
ら
、
石
井
町
で
は
県
内
で
も
い

ち
早
く
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
支

援
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
度
の
申
請
件
数
は
15
件
で

す
。
平
成
31
年
度
に
つ
い
て
は
、

新
設
さ
れ
る
国
の
補
助
制
度
を
活

用
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
事
業
と
し
て
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
伴
う
建
替
え

支
援
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
除
却

に
伴
う
新
設
フ
ェ
ン
ス
等
に
つ
い

て
、
上
限
26
万
６
千
円
の
補
助
制

度
を
実
施
し
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
撤
去
を
支
援
し
ま
す
。

■
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業

　

八
坂
橋
の
架
け
替
え
工
事
で
あ

る
町
道
高
川
原
33
号
線
改
良
事
業

で
す
が
、
現
在
、
護
岸
工
事
に
つ

い
て
年
度
内
竣
工
を
目
指
し
施
工

中
で
す
。
橋
の
上
部
工
に
つ
い
て

も
発
注
済
み
で
す
が
、
平
成
31
年

度
へ
の
予
算
繰
越
を
本
議
会
に
上

程
し
て
い
ま
す
。
通
行
止
め
に
よ

り
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す

が
、
６
月
中
に
上
部
工
の
竣
工
を

予
定
し
て
お
り
、
暫
定
的
に
歩
行

者
及
び
農
耕
車
な
ど
の
小
型
車
に

つ
い
て
は
通
行
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

残
り
の
護
岸
工
事
と
取
り
合
い
道

路
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

度
中
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

次
に
、
石
井
50
号
線
改
良
事
業

で
す
が
、
国
の
補
助
金
の
交
付
額

が
不
十
分
で
あ
り
、
平
成
30
年
度

は
事
業
実
施
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
平
成
31
年
度
は
十
分
な
補

助
金
の
交
付
を
し
て
い
た
だ
き
、

農
大
跡
地
区
間
に
つ
い
て
完
成
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
都
市
計
画

　

徳
島
県
が
本
町
を
含
む
東
部
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
を
行
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

平
成
23
年
２
月
に
策
定
し
た
石
井

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
定
を
行
う
も
の
で
す
。
次
に
、

都
市
計
画
図
等
作
成
事
業
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
的
機

関
の
追
加
、
位
置
の
変
更
、
開
発

等
に
よ
り
増
加
し
た
宅
地
な
ど
に

つ
い
て
、
平
成
24
年
２
月
に
作
成

し
た
現
在
の
都
市
計
画
図
を
現
状

に
合
う
よ
う
修
正
・
更
新
を
行
う

も
の
で
す
。
ま
た
、
都
市
公
園
長

寿
命
化
計
画
事
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
都
市
公
園

の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
に
配

慮
し
た
維
持
管
理
、
及
び
更
新
を

進
め
る
べ
く
飯
尾
川
公
園
・
前
山

公
園
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
公
園

の
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
を
行
う

も
の
で
す
。

■
ご
み
処
理
施
設
の
広
域
整
備

　

徳
島
市
で
は
、
平
成
31
年
度
以

降
の
国
庫
補
助
金
を
受
け
る
た
め

の
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域

計
画
」
を
策
定
し
、
関
係
６
市
町

長
の
連
名
で
環
境
省
に
、
ま
た
、

「
徳
島
市
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理

施
設
整
備
事
業
に
係
る
計
画
段
階

環
境
配
慮
書
」
を
県
に
、
そ
れ
ぞ

れ
提
出
し
ま
し
た
。
並
行
し
て
、

徳
島
市
が
整
備
す
る
ご
み
処
理
施

設
に
関
し
、関
係
す
る
６
市
町
で
、

事
務
レ
ベ
ル
で
の
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
が
、
徳
島
市
に
対
し
、
石

井
町
の
意
向
を
少
し
で
も
反
映
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、引
き
続
き
、

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

■
社
会
体
育
関
係

　

第
65
回
徳
島
駅
伝
が
１
月
３
日

か
ら
開
催
さ
れ
４
日
宍
喰
を
ス

タ
ー
ト
し
６
日
ゴ
ー
ル
幸
町
新
聞

放
送
会
館
別
館
前
ま
で
の
３
日
、

沿
道
の
応
援
を
背
に
受
け
、
阿
波
路

を
駆
け
抜
け
、
名
西
郡
選
手
団
に
お

き
ま
し
て
は
18
年
ぶ
り
と
な
る
、
５

位
入
賞
と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
績

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
夏
（
７
月
29
～
８

月
1
日
）
に
は
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
同
時
交
流
事
業
が
あ
り
、
本

町
と
し
て
も
ド
イ
ツ
の
中
高
生
10

人
、
指
導
者
１
人
の
計
11
人
の
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
受
け
入
れ
家
族
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
日
本
の

文
化
や
考
え
方
を
知
る
機
会
を
提

供
す
る
た
め
に
民
泊
対
応
と
な
り

ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し

て
今
後
、
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
文
化
財
関
係

　

武
知
家
住
宅
が
国
指
定
重
要
文
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化
財
の
内
定
を
受
け
、
昨
年
12
月

25
日
官
報
（
号
外
第
２
８
４
号
）

告
示
に
よ
り
正
式
に
決
定
し
ま
し

た
。
今
後
、
２
カ
年
に
お
い
て
文

化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
に
現

地
確
認
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
修

理
を
含
む
保
存
活
用
計
画
を
作
成

す
る
予
定
で
す
。

　

山
ノ
神
古
墳
群
に
つ
い
て
は
平

成
30
年
度
に
お
い
て
、
す
べ
て
の

発
掘
作
業
が
完
了
し
、
現
在
調
査

報
告
書
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
阿
波
国
分
尼
寺
跡
の
整

備
事
業
で
す
が
、
平
成
30
年
度
に

お
い
て
は
、
講
堂
跡
基
壇
の
盛
土

及
び
法
面
自
然
色
舗
装
等
の
復
元

を
主
に
行
い
ま
し
た
。
平
成
31
年

度
に
お
い
て
は
、
上
面
の
柱
位
置

表
示
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
農
業
振
興
関
係

  

徳
島
県
版
特
区
「
次
世
代
育

成
・
６
次
産
業
集
積
特
区
」
に
認

定
さ
れ
、
い
し
い
の
藤
色
野
菜
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
テ
ー
マ
に
平
成
30

年
度
も
継
続
し
て
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続

き
地
元
情
報
誌
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

に
よ
り
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た

り
、
冬
に
出
会
え
る
高
品
質
野
菜

と
し
て
「
い
し
い
の
藤
や
さ
い
」

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
石
井
町

内
２
ヶ
所
の
飲
食
店
で
藤
や
さ
い

を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
開
発
し
、
１

月
25
日
か
ら
２
月
10
日
の
期
間
限

定
で
お
客
様
に
提
供
し
、「
い
し

い
の
藤
や
さ
い
」
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。
県
の
財
政
支
援
で
あ
る

「
と
く
し
ま
回
帰
」
加
速
強
化
交
付

金
の
事
業
期
間
が
今
年
度
で
終
了

す
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
31
年
度

か
ら
は
新
た
に
「
石
井
町
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
支
援
事
業
」
を

創
設
し
、
藤
や
さ
い
の
販
路
開
拓
、

石
井
町
農
産
物
の
知
名
度
向
上
、

農
業
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
地
積
調
査
事
業

　

藍
畑
地
区
は
、
高
畑
の
一
部
と

第
十
の
調
査
を
残
し
て
お
り
、
継

続
し
て
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■
商
工
関
係

　

商
工
会
に
よ
る
伴
走
型
小
規
模

事
業
者
支
援
推
進
事
業
と
し
て
昨

年
に
引
き
続
き
、
全
国
ふ
る
さ
と

観
光
物
産
展
を
尼
崎
市
に
て
３
日

間
、
町
内
の
５
事
業
者
が
出
展
し

ま
し
た
。
ま
た
地
方
銀
行
フ
ー
ド

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
食
品
の
商
談
会
で

は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
２

日
間
、
町
内
の
３
事
業
者
が
出
展

し
、各
社
と
も
６
～
10
件
の
商
談
、

引
き
合
い
件
数
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
商

工
会
で
は
県
内
外
で
石
井
町
特
産

品
の
販
売
、
展
示
は
も
と
よ
り
、

観
光
、
ふ
る
さ
と
納
税
と
幅
広
く

本
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
石
井
町
の
自
慢
の
逸

品
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す
る
た

め
、
昨
年
か
ら
本
町
の
地
場
産
品

を
「
い
し
い
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

認
定
し
て
い
ま
す
。
１
月
31
日
に

は
、
第
２
回
審
査
会
を
開
催
、
新

た
に
11
商
品
を
認
定
し
、
合
計
48

の
商
品
を
認
定
し
て
い
ま
す
。「
い

し
い
生
ま
れ
」「
い
し
い
育
ち
」

の
「
い
し
い
ブ
ラ
ン
ド
」
も
活
用

し
、
今
後
も
石
井
町
商
工
会
と
連

携
の
う
え
、
地
場
産
業
の
振
興
と

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

■
町
税

　

平
成
30
年
度
町
税
な
ど
普
通
徴

収
の
通
常
納
期
限
が
、
２
月
28
日

を
も
っ
て
、全
て
終
了
し
ま
し
た
。

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
、
大
多
数
の
皆
様
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
自
主
納
付

が
原
則
で
す
。
納
期
内
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
が
い
る
と
、
督

促
状
の
発
送
な
ど
多
額
の
経
費
も

か
か
る
う
え
、
納
期
内
に
納
付
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
の
間

で
負
担
の
公
平
さ
を
欠
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
お
支
払
い
が
、
ま
だ

お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急
に
納

付
を
お
願
し
ま
す
。
納
付
書
を
無

く
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
税
務
課

で
再
発
行
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

 
 
 

令和元年６月１日から、
課の再編を行います
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こ
の
度
、
住
民
の
皆
様
方
の
ご
信
任
を

賜
り
、
石
井
町
長
と
し
て
二
期
目
の
任
期

を
い
た
だ
き
ま
し
た
小
林
智
仁
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

選
挙
期
間
中
は
、
住
民
の
皆
様
方
か
ら

心
温
ま
る
ご
支
援
と
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
多
大
な
る

ご
期
待
に
改
め
て
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、

四
年
間
の
行
政
運
営
に
対
し
、
ご
批
判
の

声
も
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
お

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
四
年
間
も

謙
虚
さ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
地
道
に
真

っ
直
ぐ
に
全
力
で
行
政
運
営
を
行
い
、
結

果
を
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
。
新
し
い
時

代
の
幕
が
開
き
ま
し
た
。
日
々
進
化
す
る

Ｉ
Ｔ
技
術
や
高
度
情
報
化
社
会
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
常
識
が
ま
っ
た
く
通
用
し
な
い

時
代
に
お
い
て
必
要
な
の
は
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
絶
え
ず
挑
戦
を
行
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
根
幹

に
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
い
う
原
点
が

あ
る
の
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
昭
和
の
時

代
に
建
築
さ
れ
た
老
朽
化
が
進
む
公
共
施

設
や
道
路
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備

な
ど
、
生
活
に
直
結
す
る
守
り
を
固
め
な

が
ら
、
時
代
に
順
応
し
た
攻
め
の
施
策
も

展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
中

央
構
造
線
、
上
浦-

西
月
ノ
宮
断
層
を
は
じ

め
と
す
る
地
震
災
害
の
備
え
や
、
毎
年
の

よ
う
に
水
害
を
も
た
ら
す
内
水
被
害
の
改

善
、
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
制
限
し
て

い
る
不
公
平
な
学
区
制
の
見
直
し
な
ど
、

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
山
積

し
て
い
ま
す
。

　

閉
塞
感
か
ら
開
放
感
へ
。
新
時
代
の
幕

開
け
と
と
も
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
、
住
民
の
皆
様
方
や
議
会
・

職
員
と
力
を
合
わ
せ
、
オ
ー
ル
石
井
町
で

築
き
上
げ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
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小 林　智 仁石井町長

令和元年、

新しい時代の幕開けとともに

令
和
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当を受給できるかどうかを確認す
るためのもので、忘れずに手続き
をお願いします。現況届を提出し
ないと、手当の支給が止まってし
まいますのでご注意ください。
　なお、公務員の方は勤務先での
手続きとなりますので、ご確認く
ださい。
問 �子育て支援課　☎ 674－1623

軽自動車税（平成31年度分）
の減免申請等について

　軽自動車税の減免は毎年申請が
必要です。申請に必要な書類等に
ついては、納税通知書同封の文書
または石井町ホームページをご確
認ください。
　申請期間は、５月１日（水）～
５月24日（金）です。（土・日・
祝日を除く、平日午前８時 30 分
～午後５時 15 分）
　期限を過ぎてからの申請は受付
できませんので、ご注意ください。
　なお、納期限は、５月31日（金）
です。納期内納付にご協力くださ
い。
問 �税務課　☎ 674－1115

広げよう　地域に根ざした　
思いやり

　５月12日～18日は、「民生委員・
児童委員の日　活動強化週間」で
す。
　民生・児童委員は、関係機関の
相談窓口となり地域の皆様のご相
談に応じます。一人で悩まずに、
お気軽にお近くの民生・児童委員
にご相談ください。担当の民生・
児童委員をご存知ない場合は、福
祉生活課（☎ 674－1116）までお
問い合わせください。

高川原福祉会館だより

工業統計調査実施のお知らせ

　経済産業省は、我が国の製造業
の実態を明らかにすることを目的
に統計法に基づく基幹統計調査と
して「工業統計調査」を実施して
おります。
　2019 年工業統計調査は、６月
１日現在で実施いたします。調査
は５月から６月にかけて行います
ので、調査へのご回答をよろしく
お願いします。

経済センサス-基礎調査のお知らせ

　総務省統計局・徳島県・石井町
では、「経済センサス‐基礎調査」
を実施します。
　この調査は、我が国のすべての
産業分野における事業所の活動状
態等の基本的構造を全国及び地域
別に明らかにするとともに、事業
所・企業を対象とする各種統計調
査の母集団情報を整備することを
目的としています。
　調査は、調査員が全国すべての
事業所の活動状態を実地に確認
し、新たに把握した事業所など一
部の事業所には調査票を配布する
ことにより行います。
　皆様の調査へのご理解・ご回答
をよろしくお願いします。

水道課からのお知らせ

　水道メーターは、計量法で８
年間の有効期限が定められてい
ます。水道課で
は、検査満了に
伴い、水道メー
ターを次のとお
り交換いたしま
す。身分証を携帯した委託業者が、
宅地内に入り作業を行いますので
ご迷惑をおかけいたしますが、ご
協力よろしくお願いします。
　なお、水道メーターの交換で費
用を頂くことはありません。
期　間　令和元年８月 31 日まで
委託業者　㈱アモウ
☎ 674－3828
☎ 090－3188－9845
問 �水道課　☎ 674－1141

自動車税の納期について

　自動車税（平成31年度分）の納
期限は５月31日（金）です。

　自動車税は、
納税通知書の
裏面に記載さ
れている金融
機関、コンビニエンスストア等で
納付できます。
問 �東部県税局自動車税庁舎

☎ 641－2323

ふるさと納税で
石井町を応援してください

　石井町では、町外にお住まいの
「石井町を応援したい」と思って
いる方からの寄附金を募集してい
ます。ぜひ、「ふるさと納税は石
井町へ」とＰＲをお願いします。
ふるさと納税は、寄附をすること
で所得税とお住まいの市町村の住
民税から一定の控除を受けること
ができます。
　ふるさと納税の仕組み、寄附金
の使い道や寄附金申込書のダウン
ロードなど詳しくは、
石井町ホームページ
（https://www.town.ishii.lg.jp/）
をご覧ください。
問 �総務課　☎ 674－1111

犬のフンは持ち帰りましょう

　放置され
た犬のフン
に、多くの
方が迷惑し
ています。
犬のフンを
始末することは、飼い主の最低
限のマナーです。フンは必ず持ち
帰りましょう。また、持ち帰った
フンは、燃やせるごみに分別しま
しょう。
　①　新聞紙に包む
　②　レジ袋等の小袋に入れる
　③　�燃やせるごみの日に指定袋

に入れて出す
問 �福祉生活課　☎ 674－1116

刑事裁判の傍聴をしてみませんか

　裁判所のなかで実際に刑事裁判
の傍聴をしてみませんか。裁判終
了後に、裁判官が皆様からの質問
等にお答えします。
日　時　６月 28 日（金）など
問 �参加希望の方は、徳島地方裁判
所・総務課庶務係☎ 603－0111
までご連絡ください。

職業相談 人権相談

日　程 5 月16日（木）
7 月18日（木）

6月3日（月）
場所　石井町役場

7月12日（金）
時　間 午後1時半～3時半 午後1時～4時
相談員 ハローワーク職員 石井町人権擁護委員

「成年後見」無料相談
日　程 5月28日（火）・6月25日（火）
時　間 午後3時～午後5時
相談員 行政書士（コスモス成年後見サポートセンター）
場　所 高川原福祉会館・多目的室　☎674－0403

広 報 い し い � 令和元年 5月15日 （ 8 ）第208号



催　し 　

みらいフェスタinいしい

日　時　５月 19 日（日）
　　　　午前 10 時～午後２時
場　所　OKいしいパーク（飯尾川公園）
対　象　乳幼児、小学生など
内　容　ダンス、あそびのひろば、
模擬店、子育て相談コーナー、お
仕事体験など
主　催　石井町はぐくみ子育て応援団
問 �石井町社会福祉協議会・石井町
ボランティアセンター
� ☎ 637－4333

マラソン挑戦講座

　いしいスポーツクラブでは、地
域の皆様に健康で楽しい日々を過
ごしていただくため、「マラソン
挑戦講座」を開催します。テレビ
解説者でおなじみの金哲彦さんに
年４回講師をお願いしています。
第１回　６月 16 日（日）
　　　　午前 10 時～
　　　　（年間 39 回実施予定）
場　所　ＯＫいしいパーク（飯尾川公園）
参加者　町内外問わずどなたでも
参加費　有料
問 �いしいスポーツクラブ

☎ 674－3081

石井町人権啓発講座「みらい」開催

受講者　町内にお住まいの方また
は勤務されている方
参加費　無料　
時　間　午後１時30分～午後４時30分
場　所　高川原福祉会館ほか
問 �受講を希望される方は、石井町
教育委員会社会教育課☎ 674－
7505 または、高川原福祉会館
☎ 674－0403 まで

募　集

徳島ファミリー・サポート・セ
ンター出張説明・登録会

　徳島ファミリー・サポート・セ
ンターは、「子育ての応援をして
ほしい」と思う方、「少しは子育
ての応援ができる」と思う方が会
員登録をし、子育ての相互援助を
有料で行うところです。
（会員登録は無料です。）
●出張説明・登録会を開催します
日　時　５月 19 日（日）
　　　　午前 10 時～午後２時
場　所　�OKいしいパーク（飯尾

川公園）みらいフェスタ
in いしい会場内にて　

◎印鑑をお持ちください。
問 �徳島ファミリー・サポート・セ
ンター☎ 611－1551 または、子
育て支援課☎ 674－1623

求職者支援制度をご存じですか

　求職者支援制度は、雇用保険を
受給できない求職者の皆様を対象
に、職業訓練（介護関係・パソコ
ン関係・医療調剤事務など）を通
じて、早期就職を支援する制度で
す。徳島公共職業安定所では、求
職者支援訓練の受講に関する説明
会を次のとおり開催します。ぜひ
ご参加ください。（事前予約不要）
●�「求職者支援訓練受講説明会」
の開催日時
６月５日（水）10時～11時40分
６月19日（水）10時～11時40分
７月３日（水）10時～11時40分
７月17日（水）10時～11時40分
　上記の説明会は、６月以降開講
のコースの説明になります。
問 �徳島公共職業安定所
　（徳島市出来島本町１丁目５番地）

☎ 622－6374

第 40回青少年
国際交流キャンプ参加者募集

　富士山麓の自然豊かなキャンプ
場で、全国から集まる青少年（日
本人・外国人）が、野外活動を共
にしながら友情を深め、様々な体
験を通して、「新しい仲間との出
会い」の楽しさや、友達と協力し
助け合う大切さを学ぶことを目的
としています。
期　間　�７月 30 日（火）～８月

３日（土）４泊５日
場　所　静岡県立朝霧野外活動センター
対　象　小学３年生～６年生
内　容　富士登山・テント生活体
験・野外炊飯体験・ワイドゲーム・
星空観察など
申込締切　７月５日（金）
問 �詳しくは、公益財団法人国際青
少年研修協会　☎ 03－6417－
9721 まで

夏休み海外研修交流
参加者募集

日　程　７月26日（金）～８月20日（火）
対　象　小学３年生～高校３年生
参加費　36 ～ 65 万円
内　容　ホームステイ・ボラン
ティア・文化交流・学校体験・英
語研修・地域見学・野外活動など
申込締切　�５月 24 日（金）及び

６月７日（金）
問 �詳しくは、公益財団法人国際
青少年研修協会☎ 03－6417－
9721 まで

暮らし

健康相談・体操教室

日　時　５月 16 日（木）
　　　　６月 20 日（木）
　　　　７月 18 日（木）
健康相談（要予約）
　　　　午後１時～午後３時
体操教室　午後３時～午後４時
場　所　保健センター
対　象　町内在住の40歳以上の方
参加費　無料
問 �保健センター☎ 674－0001

児童手当・特例給付現況届について

　児童手当・特例給付の全受給者
を対象として６月上旬に案内文を
送付します。現況届は引き続き手

「お知らせ」は、こちらからお読みください

お知らせ
Information

日　程 内　容

第 1回 7月23日
（火）

人権講演会
「障がい者の人権（仮）」
講師：川島 成太 氏
　　　 （名西郡障がい者基幹相談支

援センター長）

第 2回 9月20日
（金）

鮎喰地区フィールドワーク
講師：広瀬 正彰 氏
　　　 （加茂名中央会館）

第 3回 10月24日
（木）

まとめ
DVD鑑賞
班別新聞作り

※ 講師の都合により、急きょ内容等が変更され
ることがあります。
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石井町空き家バンクに関するお問い合わせはこちらまで
石井町総合政策課　☎ 088－ 674－ 7503（平日午前8時30分～午後5時15分まで）

石井町空き家バンク　インターネットサイト URL（アットホーム版）
https://ishii-t36341.akiya-athome.jp

◦ 調査結果をもとに、空き家を石井町空き家バンクに登録します。
◦ 登録した空き家は、インターネットを介して、全国の空き家を探している方が閲覧します。

Stepステップ 2 ： 空き家バンクへの登録

◦ 空き家の所有者と利用希望者との間には、専属の宅地建物取引士が入り、両者からの相談や、契
約の締結までお手伝いするため、とても安心です。

Stepステップ 3 ： マッチング及び契約の締結

安心してお取引ができました！

　石井町では、空き家を有効に活用していただくため、石井町空き家バンクを設置しています。
　石井町空き家バンクでは、現在ご所有の空き家を「売りたい」「貸したい」方が、専用のインターネッ
トサイトに物件情報を登録し、全国の空き家を「買いたい」「借りたい」人々に情報公開しています。

石井町空き家バンク制度のご案内
あなたの空き家を活用しませんか？

専門家の調査で安心！

空き家の調査をします！

※空き家の状態によっては登録できない
場合もあります。
※空き家判定士による調査には 8 万円が
必要となりますが、うち 7万 2千円を
石井町が補助します。

専

空

【空き家バンクのご利用方法】

◦ 登録希望の方は、まず役場（総合政策課）までご相談ください。
◦原則として居住可能な空き家が対象となります。
◦ 空き家判定士（建築士）が、登録希望物件の間取り図作成や傷みの調査などをおこないます。

Stepステップ 1 ： 登録希望物件の調査
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　保険料率は２年ごとの改定を行うこととなってお
り、平成 31年度は、平成 30年度と同じ保険料率
になっております。　
　なお、被保険者均等割額の軽減について、制度の
見直しや政令改正により、改定を行っておりますの
で、ご確認ください。被保険者一人一人に納めてい
ただく保険料は、公費や現役世代の支援金とともに
大切な財源となります。

世帯の所得額の
合　計

均等割額の
軽減割合

33万円以下で、世帯内の被保険者全員
の所得がない（年金収入80万円以下）

8 割

33万円以下 8.5割

33万円＋（28万円×被保険者数）以下 5割

33万円＋（51万円×被保険者数）以下 2割

●保険料の計算方法… 被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。

　問長寿社会課　☎674－6111

　後期高齢者医療制度加入の前日まで、被用者保険（国
保・国保組合以外の健康保険）の被扶養者となってい
た方が対象となります。
　平成 31年度から均等割額の軽減される期間は後期
高齢者医療制度の被保険者になってから 2年間とな
ります。
　なお、所得の低い方に対する均等割額の軽減にも該
当する方は、いずれか大きい方の額が軽減されます。

均等割額 所得割額

5割軽減（後期高齢者医療制度の
被保険者になってから2年間）

負担なし

被用者保険の被扶養者であった場合の軽減

被保険者均等割額

52,913 円（被保険者全員が等しく負担）

【後期高齢者医療制度】
保険料の
お知らせ

所得割額｛（総所得金額等－33万円）×所得割率　10.34％｝
（被保険者が所得に応じて負担）　

 保険料の年額の上限は 62万円です。
【軽減特例の見直し】左表「均等割額の軽減割合」9割→ 8割
【軽減対象の拡充】左表「世帯の所得額の合計」欄中
軽減割合 5割について　27万 5千円 → 28万円
軽減割合 2割について　50万円 → 51万円

75 歳以上（※）で医療保険料の均等割 9 割軽減の皆様へ
（※）65歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している方も対象になります。
後期高齢者医療保険料の均等割について、これまで 9割軽減となっていた方は、今年度、8割軽減に変わ
ります。

（例）年金収入 80 万円以下の方

○医療保険料を年金からの引き落としで納めている場合，引き落とし額への影響は 10月からです。
※年度は賦課期日（4月 1日）の元号で表記しています。
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問税務課　☎674－1115
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高齢者外出支援事業のおしらせ

　自家用自動車を保有せず、公共交通や他者の力なくしては外出
のできない高齢者がバス、タクシーを利用する場合に、その料金
の一部を助成します。
　バス、タクシー券を交付することで、高齢者の外出を支援し、
高齢者の生活範囲の拡大と社会参加を促進し高齢者福祉の向上を
図ることを目的としています。

◦対象者
　１．石井町に住民票をお持ちの方で、現在実際に石井町にお住まいの方。
　２． 平成３１年４月１日現在で７５歳以上になられており、住民票上の同世帯の方も７５歳以上

の高齢者のみの世帯の方。
　３．対象者本人及び世帯員全ての方が自家用車を所持しておらず、運転できない方。
　※ 上記１、２、３全てを満たす方に助成券を配布いたしますが、それ以外の方でも、特別な事情
があれば助成券をお渡しできる場合があります。

◦申請方法
　下記のものを持って長寿社会課で申請してください。
　◦印鑑
　◦本人確認書類（免許証・マイナンバーカード各種保険証等）
　※申請期間　令和元年５月３１日まで
　※混雑が予想されるため日ごとに地区別に受け付けます。
　詳細はＨＰ及びお問い合わせによりご確認ください。

◦助成内容
　対象者１人につきバス、タクシー用助成券１２枚つづりを交付
　（右の協力機関利用時のみ使用可）
　◦バス用助成券……………………１枚１００円
　◦タクシー用助成券………………１枚３００円
　有効期限　令和元年６月１日～令和２年５月３１日

　問申込み・お問い合わせ　長寿社会課　☎674－6111

　　  協力機関
◦徳島バス（株）
◦宝タクシー（株）
◦グリーン交通　（株）
◦まよ観光タクシー（有）

1. 釣銭は出ません。
2. １回で２枚まで使用できます。
3. 介護保険サービス等、他のサービスに該当する
    場合は使用できません。
4. 助成券の利用は、交付を受けた本人に限ります。
    （他人へ譲渡や貸与はできません）
5. 助成券は、再交付できません。

重要

広 報 い し い 令和元年 5月15日 第208号（13）



令和元年度
後期高齢者医療制度の健康診査について

　後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の
予防のため、健康診査を実施します。
　『健康診査受診券』が届いた方は、必ず受診しましょう。

１　生活習慣病と診断されていない方　※申込み不要
　　（ただし、長期入院されている方や施設入所等されている方は除く）

２　今年１月から９月までの新規加入者（75歳になった方など）　※申込み不要
　　 10月 1日以降の 75歳になる方（後期高齢者医療に加入予定の方）は、今年度は当制度の健康診査は受
けられないため、9月末までに加入前の健康保険（国保など）の特定健診を受診してください。

３　受診券が届かなかった方のうち健診を受診されたい方　※申込み要
　　 申込受付期間：６月中旬から１２月中旬まで
　　申込み場所：石井町役場　長寿社会課に備付けの健康診査申込書でお申込みください。

受診券を受け取られたときから
令和元年12月末日まで

身体計測、血圧測定、
血液検査、尿検査

受診する医療機関に
事前予約が必要

無料

第１回　　６月中旬（１月１日から４月３０日までの新規加入者を含む）
第２回　　７月下旬（５月１日から６月３０日までの新規加入者を含む）
第３回　　８月下旬（７月１日から７月３１日までの新規加入者を含む）
第４回　１０月初旬（８月１日から９月３０日までの新規加入者を含む）
第５回以降　１１月初旬、１２月初旬

受 診 期 間

健 診 項 目 予 約 先

健 康 診 査 の 対 象 者

受 診 券 送 付 時 期

自己負担金

　長期入院、施設入所者等及び生活習慣病と診断された方は、既に健康状態を把握され、医師の指
導を受けていると考えられることから、健康診査の対象者から除いています。
　※ 生活習慣病とは、生活習慣が発症原因に深く関わっていると考えられる病気で、糖尿病、高血圧性疾患、

脂質異常症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他
脳血管疾患、動脈硬化があります。

問詳しくは、徳島県後期高齢者医療広域連合事務局
事業課（徳島市川内町平石若松78番地１）　

☎ 677－3666 または、長寿社会課☎ 674－6111

問税務課　☎674－1115

【平成 30年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【平成 31年度】

　国民健康保険税（平成31年度分）は、国の税制改正に
より、課税限度額について医療分が増額改定となってお
ります。
　なお、税率の変更はありません。

国民健康保険税
（平成31年度分）のお知らせ

➡
医療分 58万円
支援分 19万円
介護分 16万円
計 93万円

医療分 61万円
支援分 19万円
介護分 16万円
計 96万円

※年度は賦課期日（4月 1日）の元号で表記しています。

広 報 い し い � 令和元年 5月15日 （14）第208号



病児保育の広域利用のご案内
　小学校を卒業するまでのお子様が病気中や病気の回復期にあって、かつ保護者が就労している等の理由
により家庭で保育ができないときに、お子様を一時的に預かる「病児保育事業」を実施しています。
■対　象　者　 徳島市、小松島市、石井町、勝浦町、佐那河内村、神山町、松茂町、北島町、藍住町、板野

町、上板町にお住まいの、小学校を卒業するまでのお子様
■実施施設　※お住まいの市町村に関係なく、どの実施施設でも利用することができます。
　　　　　　　徳島赤十字乳児院については、乳児・幼児のみ利用可能です。

施設名・所在地・電話番号 利用できる日時

藤岡小児クリニック　　徳島市昭和町8丁目66　　　　☎(088)622－0012

月曜日～金曜日　8:30～18:00
土曜日　8:30～17:00
※ 日曜日、祝日及び 8月 12日～ 

8 月 15 日、12 月 29 日 ～ 1
月 3日は除く。

田山チャイルドクリニック　徳島市北矢三町3丁目3-41　　☎(088）633－2055

愛育小児科　　　　　　徳島市国府町桜間字登々路8-1　☎(088)635－2299

えもとこどもクリニック　徳島市北沖洲3丁目1-24　　　☎(088)664－8580

ひなたクリニック　　　徳島市応神町古川字戎子野81-4　☎(088）678－5461

末広ひなたクリニック　徳島市末広2丁目1-111　　　　☎(088)624－8660

徳島赤十字乳児院　　　小松島市中田町字新開2-2　　　☎(0885)32－0555

月曜日～金曜日　7:30～18:30
土曜日　8:30～16:30
※ 日曜日、祝日及び12月29日～1
月3日は除く。

伊勢内科小児科　　　　名西郡石井町石井字石井726-7　☎080－6391－9523 月曜日～土曜日　8:30～18:00
※日曜日、祝日 及び年末年始は除く。

北島こどもクリニック　板野郡北島町中村字東堤ノ内19-1
　　　　　　　　　　　☎(088)697－2281(8:00～9:00)
　　　　　　　　　　　☎(088)697－2221(9:00～)

月曜日～金曜日　8:30～18:00
土曜日　8:30～17:00
※ 日曜日、祝日、休診日及び12月

29日～1月3日は除く。

富本小児科内科　　　　板野郡藍住町東中富字東傍示 11-4　☎ (088)678－2111
月曜日～金曜日　8:30～ 18:00
土曜日　8:30～12:30（前日予約のみ）
※日曜日、祝日及び休診日は除く。

■利用料金　１人当たりの日額　１，８００円
　 （お住まいの市町村における生活保護世帯及び市町村民税非課税世帯は無料、市町村民税が均等割のみ課税の世帯は９００円）
　※ 利用料は、父母及び同一世帯者の課税により算定します。課税状況が確認できない場合は、一旦１，８００円

をお支払いいただき、課税証明書の提出をもって払い戻しいたします。

■お問い合わせ先　各実施施設、または石井町役場子育て支援課（☎６７４－１６２３）まで

地域子育て支援拠点事業のお知らせ地域子育て支援拠点事業のお知らせ
　乳幼児のいる子育て中の保護者の交流や育児相談、子育てに関する講座や情報提供などを行っています。
　子育て中の方が集まることのできる憩いの場としてお気軽にご利用ください。皆様との出会いを楽しみ
にしています。

★こどもねっといしい子育てサロン　（高川原130－1  石井中学校西隣）
　■開催日　月曜日～金曜日　午前10時～午後4時　
　　　　　　土曜日（月１回）　午前10時～正午　　　　　　　　☎635－5799

★さくら認定こども園　にじぐみ　（高川原1254－1  高川原小学校前）
　■開催日　月曜日～金曜日　午前9時～午後4時
　　　　　　土曜日　　　　　午前9時～正午
　　　　　　（土曜日は東側園庭のみ開放しています。）　　　　　☎675－0980

広 報 い し い 令和元年 5月15日 第208号（15）



木造住宅耐震化に関する補助制度をご利用ください！

対　　象　診断対象となる建物
　　　　　（下記をすべて満たしていること）
　① 石井町で現在居住している木造住宅
　② 平成12年5月31日以前に着工された木造住宅
　③ 階数は地上 3階建てまで
　④  在来軸組構法、伝統構法または枠組壁工法

による木造住宅（併用住宅含む）

診断費用　個人負担金　無料
　　　　　 （１戸当たり診断料40,000円を国・県・

町で全額負担します）
募集戸数　50戸（先着順）
受付期間　12月27日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
　

対　　象　補助金の対象となる改修工事
　　　　　（下記をすべて実施すること）
　①  石井町が実施した耐震診断を受け、評点 1.0

未満「倒壊する可能性がある」と判定され
た木造住宅を、評点 1.0以上「一応倒壊し
ない」に改修する工事

　② 高さ 1.5ｍ以上の家具の固定

　③ 分電盤タイプの感震ブレーカーの設置
補助金額　上限120万円（改修工事費の4/5以下）
　　　　　＋10万円（感震ブレーカー設置費）
募集戸数　12戸（先着順）
受付期間　11月29日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分

対　　象　補助金の対象となる耐震リフォーム工事
　　　　　 （④は必須、あわせて①～③のうち 1

つ以上を選択）
　石井町が実施した耐震診断を受け、評点 1.0未満
「倒壊する可能性がある」と判定された木造住宅を、
　①  評点 0.7以上で改修前の評点以上に改修する工事
　② 耐震ベッドを設置する工事
　③ それらに相当する工事

　④ 高さ 1.5ｍ以上の家具の固定
　⑤ ①～④にあわせて行うリフォーム
補助金額　上限 50万円
　　　　　（耐震リフォーム工事費の 4/5以下）
募集戸数　2戸（先着順）
受付期間　11月29日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分

対　　象　補助金の対象となる除却工事
　①  昭和56年5月31日以前着工で現在居住する住宅
　②  町が実施した耐震診断で、評点0.7未満「倒

壊する可能性が高い」と判定された木造住
宅の全てを、住替えのために除却する工事

補助金額　上限30万円（除却工事費の2/5以下）
募集戸数　4戸（先着順）
受付期間　12月27日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
　

対　　象　補助金の対象となる改修工事
　　　　　（下記を全て満たしていること）
　①  石井町で、現在居住している住宅
　②  平成12年5月31日以前着工で現在居住して

いる木造住宅
　③  石井町が実施した耐震診断を受け、評点 1.0

未満「倒壊する可能性がある」と判定され
た木造住宅

補助金の対象となる工事（下記を全て満たしていること）
　① 高さ 1.5ｍ以上の家具の固定
　② 耐震シェルターを設置する工事
補助金額　上限80万円（改修工事費の4/5以下）
募集戸数　2戸（先着順）
受付期間　11月29日まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分

  ◆ 木造住宅の耐震診断申請受付  

  ◆ 木造住宅の耐震改修補助金交付申請受付  

  ◆ 住まいの安全・安心なリフォーム補助金交付申請受付  

  ◆ 木造住宅の住替え支援補助金交付申請受付  

  ◆ 木造住宅の耐震シェルター設置支援補助金交付申請受付  

問防災対策課　☎674－1171※詳しい内容については、石井町防災対策課までお問い合わせください。
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巡 回 日 程
５月・６月の

移動図書館車「ふじっこ２号」
　　　　　町内各地を巡回します！
移動図書館車「ふじっこ２号」
　　　　　町内各地を巡回します！

貸出冊数は、移動図書館車と図書室合わせて10冊です。
図書室の貸出期間は14日です。

ご利用上の
お願い
用上の
願い

11

利用できる方利用できる方
◇住民票が町内にある方
◇通勤通学先が町内の方

方
方

◇貸出カード　
※初めての方は、その場で
　申請・発行できます。
　本人確認のため、免許証
　や保険証が必要です。

本の返却本の返却
◇次の巡回日までに
　ご返却ください。
※図書室や別の巡回地で
も返却できます。

必要なもの必要なもの

22 33

皆様のご利用
　お待ちしています。

巡回日 巡回場所 時　間 巡回日 巡回場所 時　間

5月 9日
（木） ファミリーマート浦庄店

10：00～11：00 5月 10日
（金） 曽我団地集会所

10：00～11：00

14：00～15：00 14：00～15：00

5月 15日
（水） 石井小学校尼寺分校

10：00～11：00 5月 16日
（木） 浦庄分館

10：00～11：00

14：00～15：00 14：00～15：00

5月 17日
（金） 藍畑分館

10：00～11：00 5月 22日
（水）

高原小学校西駐車場 10：00～11：00

14：00～15：00 阿波食ミュージアム 14：00～15：00

5月 23日
（木）

石井町役場 10：00～11：00
5月 24日
（金）

フジグラン石井 10：00～11：00

あべ歯科医院駐車場
（竜王） 14：00～15：00 高川原簡易郵便局 14：00～15：00

6月 6日
（木） ファミリーマート浦庄店

10：00～11：00 6月 7日
（金） 曽我団地集会所

10：00～11：00

14：00～15：00 14：00～15：00

6月 12日
（水） 石井小学校尼寺分校

10：00～11：00 6月 13日
（木） 浦庄分館

10：00～11：00

14：00～15：00 14：00～15：00

6月 14日
（金） 藍畑分館

10：00～11：00 6月 19日
（水）

高原小学校西駐車場 10：00～11：00

14：00～15：00 阿波食ミュージアム 14：00～15：00

6月 20日
（木）

石井町役場 10：00～11：00
6月 21日
（金）

フジグラン石井 10：00～11：00

あべ歯科医院駐車場
（竜王） 14：00～15：00 高川原簡易郵便局 14：00～15：00

雨天の場合は日程を変更することがあります。

広 報 い し い 令和元年 5月15日 第208号（17）



［空き家リフォーム促進事業費補助事業］
　町内の施工業者を利用した空き家のリフォーム工事に補助金を交付します。（未着工のものに限る）

補助対象住宅　 町内に存在する戸建ての住宅並びに併用住宅で、居住しなくなった日から 6ヶ月以上
経過した中古住宅      

補助金額　補助対象工事費（税抜）の 50%で、最高 50万円 　
申込資格　 工事完了後半年以内に、空き家に転居又は転入し、5年間以上空き家に居住し、適正に管理

することを誓約できる方 /空き家を現に取得又は借用している方 /対象者及び世帯員に住民
税等の滞納がない方

申込方法　 事前に担当者にご連絡いただき、建設課窓口にて事前申込書に①住所、②氏名（ふりがな）、
③電話番号、④補助対象物件の所在地、⑤補助対象予定工事費、⑥補助対象工事を行う町内
業者名（住所）（電話番号）、⑦施工予定の詳細な内容、⑧売買契約及び賃貸借契約、使用貸
借契約の日付をご記入いただきます。

申　込　先　石井町役場　建設課
申込期間　4月 1日（月）～（先着順のため、予算の範囲内を定員とする）

［住まいのリフォーム応援事業助成制度］
　町内の施工業者を利用した個人住宅のリフォーム工事に補助金を交付します。（未着工のものに限る）

補助対象　 ①　施工業者が町内のものであり、工事費（税抜）20万円以上のもの（未着工のものに限る）
　　　　　②　新たに多世帯同居を開始する者又は多世帯同居の世帯数が１以上増加する者
補助金額　⑴　対象①のみ満たす者　　　補助対象工事費（税抜）の 20%で、最高 20万円 　
　　　　　⑵　対象①及び②を満たす者　補助対象工事費（税抜）の 30%で、最高 30万円
申込資格　 石井町に住民登録をしている人で、引き続き１年以上居住している方 /対象者及び世帯員に

住民税等の滞納がない方 /以前に類似の補助金制度を利用したことのない方
申込方法　 往復はがきに①住所、②氏名（ふりがな）、③電話番号、④施工予定業者名（住所、電話番

号）、⑤施工予定の詳細な内容、⑥予定工事費（税抜）、⑦多世帯同居を目的とするかどうか、
を記入の上、建設課へ郵送してください。

申　込　先　〒 779－ 3295　石井町高川原字高川原 121番地 1　石井町役場　建設課
募集期間　5月 31日（金）まで　　［当日消印有効］

◎申込ハガキは、1世帯につき 1通を厳守とします。申込者多数の場合は、公開抽選となります。

問詳しくは、石井町ホームページ
または建設課（☎674－1117）まで

広 報 い し い � 令和元年 5月15日 （18）第208号



　出産祝金及び入学支度金を支給することによ
り、子育てや教育に要する費用負担の軽減を図り、
児童の健全な発育及び定住を促進します。

◆出産祝金
支給要件　 出産時において母親が１年以上前から引き続き、石井町の住民基本台帳に記録されている方で、

出産後も石井町に居住する意思を有すること。ただし、第１子については父親が石井町に１年以
上居住しているときは、母親の石井町における居住期間の要件を適用しません。

支　給　額　第１子は３万円・第２子は５万円・第３子以降は１０万円　
　　　　　※平成２７年４月１日以降の出産児について適用
申　　請　出産日から起算して９０日以内に申請をしてください。
　　　　　申請に必要なもの…印鑑、預金通帳（出産した母親の名義）の写し。
◆入学支度金
支給要件　 ２月１日を基準日とし、１年以上前から引き続き、石井町の住民基本台帳に記録されているひとり親。
　　　　　※平成２８年４月入学以降の児童について適用
支　給　額　小学校入学時又は中学校入学時にそれぞれ３万円
申　　請　当該児童が小学校又は中学校へ入学を予定する年の２月中に申請してください。
　　　　　申請に必要なもの… 印鑑、預金通帳（ひとり親の名義）の写し、ひとり親であることが確認でき

るもの（児童扶養手当証書・戸籍謄本等）
※その他要件がありますので、詳しくはお問い合わせください。　　

問子育て支援課　☎ 674－1623

石井町
子育て応援祝金
支給制度

石井町
子育て応援祝金
支給制度

　皆さんが毎日買っている様々な商品、それは「誰が」「どこで」「どのように」
作ったものでしょうか？
　その背景には、環境破壊、労働搾取や児童労働などの深刻な問題が潜ん
でいるかもしれません。
　環境、人や社会、地域に配慮した商品やサービスを選択する「エシカル
消費（倫理的消費）」は、私達や未来の子ども達に住みよい社会や環境の実
現につながります。

「エシ
カル消費」

してみませんか？

広 報 い し い 令和元年 5月15日 第208号（19）
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）

第37回
思い出に満ちた石井町の古い写真を募集しています。
ご提供していただける写真がありましたらご連絡ください。

問石井町「広報いしい」係　☎674－7503

令和元年（平成31年）中に、金婚・ダイヤモンド婚になる夫婦を募集します
　　該当となる方
　　　　　　金婚（結婚５０年）　　　　　　婚姻の日　昭和４４年１月～昭和４４年１２月
　　　　　　ダイヤモンド婚（結婚６０年）　婚姻の日　昭和３４年１月～昭和３４年１２月

　様式第 1号（第 6条関係）
金婚者激励会対象者届出書

　上記のとおり、（金婚・ダイヤモンド婚）に該当するので届け出ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年　　　　月　　　　日
　　　　石　井　町　長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
※注意（広報いしい版）
過去に申請を行なっていない方は、経過していても届出は可能です。
結婚の日については、夫婦で決めた日で届出していただきますので各種証明は不要です。
石井町の住民であることのみ確認させていただきます。
この様式の写（コピー）での届出で問題ありません。

問長寿社会課　☎674－6111
㊟　広報いしい及び、当日配布するパンフレットにお名前が掲載されますので、予めご了承ください。

夫 妻
ふりがな

氏　　名

生年月日 昭和　　　年　　　月　　　日 昭和　　　年　　　月　　　日

住　　所
石井町　　

　　　　電話　　　　　　　　－

結婚年月日 昭和　　　　　年　　　　　月　　　　　　日

備　　　考

広 報 い し い � 令和元年 5月15日 （20）第208号



まちのうごき
平成31年2月１５日～平成31年4月１４日受理分（敬称略）

  世帯数 10，673世帯
  男　性 12，295人
  女　性 13，589人
　　計　 25，884人

平成31年 4 月 １ 日現在

人 口

 ご結婚おめでとう 

お悔やみ申し上げます

後藤　悦雄　78歳（城ノ内）
武市　榮子　89歳（西高原）
小原カヅヱ　99歳（白　鳥）
三河　節子　74歳（石　井）
佐野　鈴子　89歳（池　北）
外山　和子　92歳（諏　訪）
遠藤　愛子　85歳（石　井）
栗林フシ子　97歳（下　浦）
藤井　信市　92歳（平　島）
増田　富榮　93歳（西覚円）
長谷　俊子　94歳（高川原）
鈴木シズヱ　100歳（高川原）
有持　初子　93歳（中　須）
長尾　光啓　60歳（高川原）
七條冨久美　84歳（石　井）
野上　　隆　63歳（東高原）
中村　義博　68歳（石　井）
森川　末子　90歳（高川原）
名賀ツヤ子　84歳（城ノ内）
明石　恒也　85歳（石　井）
杉本　利晴　67歳（城ノ内）
丸山喜三郎　82歳（高　畑）
増井　康江　89歳（高　畑）
矢部　浩二　60歳（平　島）
佐藤　道子　70歳（上　浦）
桑村　浩二　58歳（西高原）
楠本　幸雄　95歳（大　万）
百田　珠美　82歳（下　浦）
井内　斐子　95歳（天　神）
河﨑　信子　89歳（下　浦）
大久保政枝　94歳（下　浦）

※広報掲載については、石井
町へ届け出された方で掲
載を希望された方のみ、掲
載しております。

猪井　秀俊（石　井） 
河野　真未（石　井）
原　　穣志（高川原） 
阿部　千尋（高川原）
横山　樹也（阿波市） 
丁子　紗希（西覚円）
三枝　　翼（那賀町） 
瀬尾依里菜（下　浦）
岡島　優太（西高原） 
藤井　みわ（板野町）
窪川　哲也（下　浦） 
佐原　真美（上　浦）
清水　海斗（北島町） 
麻植　萌花（平　島）
丸岡　亮輔（石　井） 
岡井　美穂（石　井）
川原　　樹（石　井） 
若松　志保（徳島市）
立石　祐太（石　井） 
寺奥佐保里（徳島市）

眞田　和久　美
み お り

緒里（石　井）　　　　唯 

北村　泰彦　もも恵
え

（石　井）　　なつ世

中尾　崇志　笑
しょう

輝
き

（高川原）　　　恵美 

古川　　督　大
たいせい

誠（石　井）　　　初音 

三谷　　彰　颯
そう

茉
ま

（石　井）　　　明菜 

西川　卓克　藍
あお

生
い

（東高原）　　　　桜 

姫野　大地　祷
いのり

（高川原）　　　桃子 

後藤　良介　百
もも

太
た

（平　島）　　　飾身 

吉本　英司　ゆい（石　井）　　　千夏 

早藤　晋弥　愛
あ さ

彩（石　井）　　　由香 

楠　　　純　望
も あ

葵（高川原）　　　由貴 

下條　和之　来
らい

夢
む

（尼　寺）　　美奈子 

馬島　靖雄　志
し ほ

帆（大　万）　　由美子 

田中　賢志　莉
り の

乃（西高原）　　小百合 

松本あたか　穂
ほ の

乃（東高原）　　　梨帆 

田野　翔也　桜
さ な

菜（石　井）　　　　舞 

鈴木　宏樹　陽
ひ な

菜（石　井）　　絵理華 

近藤　寿之　瑛
えい

太
た

（高川原）　　　睦美 

姫野　智至　碧
あおい

大（高　畑）　　真由美

上田　康至　健
けん

至
し

（高　畑）　　　安紀

樋口　直樹　陽
ひなた

大（石　井）　　　安耶 

平内　桂人　柊
しゅう

吾
ご

（城ノ内）　　ひとみ 

成尾　和樹　翠
み

琴
こと

（西高原）　　加容子 

松田　英幸　瑛
えい

太
た

（高川原）　　香於里 

栗本　　恵　華
はな

花
か

（石　井）　　　由香 

西村　朝浩　颯
そうすけ

将（池　北）　　　千鶴 

笠井　達也　彩
あ や の

也乃（重　松）　　亜由美 

岩本　昌也　凌
りょう

弥
や

（国　実）　　　結美 

出口　雄三　櫂
かい

瑠
る

（白　鳥）　　　美紀

｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝
｝

｝
｝

｝

｝
｝

｝
｝
｝

｝
｝
｝
｝

｝
｝
｝
｝
｝
｝

｝

 お誕生おめでとう 
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健康
メモ

2019 年度
各種検診（集団検診）のお知らせ

2019 年度
各種検診（集団検診）のお知らせ

問◎検診日事前登録先 ･･･ 徳島県総合健診センター　☎ 088－678－3557
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 088－678－7128
　◎がん検診・その他全般 ･･･ 石井町健康増進課（保健センター）　☎ 674－0001

★ 腹部超音波検査以外は事前登録なしでも当日の受診（午前８時３０分～午前１１時）は可能ですが、
特に胃がん検診については、待ち時間が長くなることがありますのでご了承ください。

※特定健診対象者：7月中旬に個別通知予定
※腹部超音波検査：下記生年月日の方が対象（4日間 100名限定・要事前登録）

※結核 ･肺、胃（バリウム）検査対象者：40歳以上、年 1回

① ② ③　●印の検診を実施します。
④事前登録期間

検診日 検診場所 受付時間 結核・肺 胃
（バリウム） 特定 腹部超音波

5月 15日（水） 高川原分館 1．

午前
8時30分～

　9時30分

2．

午前
10時～11時

＊どちらか

を選んでく

ださい。

● ●
4/1～ 4/24

　5月 16日（木） 藍畑分館 ● ●

　5月 20日（月） 浦庄分館 ● ●
4/1～ 5/7

　5月 24日（金） 高原分館 ● ●

　5月 30日（木） 中央公民館 ● ●
4/1～ 5/17

　6月　2日（日） 中央公民館 ● ●

　6月　6日（木） 高川原分館 ● ● 4/1～ 5/21

　6月 19日（水） 中央公民館 ● ●
4/1～ 6/7

　6月 24日（月） 藍畑分館 ● ●

10月 31日（木） 中央公民館 ● ● ● ● 10/1～ 10/18

11月 13日（水） 中央公民館 ● ● ● ● 10/1～ 10/31

12月　1日（日） 中央公民館 ● ● ● ●
10/1～ 11/19

12月　4日（水） 中央公民館 ● ● ● ●

☆検診は事前検診日登録制です。受診希望の方は下記表の④の期間に
①･②･③の内容について、徳島県総合健診センター（☎088－678－3557
または、☎088－678－7128）に電話で登録をしてください。
（電話受付は午前８時３０分～午後５時で、土日祝を除きます。）

40 歳 S54.4.2～ S55.4.1生 55 歳 S39.4.2～ S40.4.1生

45 歳 S49.4.2～ S50.4.1生 60 歳 S34.4.2～ S35.4.1生

50 歳 S44.4.2～ S45.4.1生

注意事項

胃がん検診について（食事を摂っていると受診不可）：50歳以上の方は、胃バリウム検査（集団）と胃内視鏡
検査（個別）のどちらかを選択できます。詳細については、石井町健康増進課（保健センター）へお問い合わ
せください。

広 報 い し い � 令和元年 5月15日 （22）第208号



　平成30年度の清掃センターの排出ガス等の
ダイオキシン類の測定結果は、次のとおりで

あり、ダイオキシン類濃度は法定基準値以内であったため、町民の皆様の生活に影響を及ぼすことはありませ
ん。今後とも、徹底したダイオキシン対策に努め、ごみの適正な焼却処理及び法定基準値以内での運転管理に
全力で取り組みます。

※ 1　 1ng（ナノグラム）＝ 10億分の 1グラム、TEQとは、異性体によって異なるダイオキシン
類の毒性等量を評価するために最も毒性の強いダイオキシンに換算したことを表す表示

※ 2　 飛灰の基準値については、薬剤処理を行い、セメントで固形化して最終処分場に埋め立てて
いるため、適用外

測定対象（単位）　※ 1 基準値 平成30年 平成29年

排出ガス（ng-TEQ/㎥ N） 10 0.35 1.2

焼却灰　　（ng-TEQ/g） 3 0.00022 0.00033

飛灰　　　（ng-TEQ/g） ※ 2 0.83 2.2

問環境保全課（清掃センター内）　☎ 674－6842

在宅医療廃棄物の分別収集について

令和元年度石井町環境美化ボランティア活動にご協力を！
実施日時　　　　令和元年 5月 26日（日）午前 9時～午前 10時
実施場所　　　　石井町内全域（地域の道路・公園・広場など公共の場所）
ごみ回収場所　　各公民館分館
ごみ回収時間　　実施日の午前 9時～午前 10時 30分
※中止時は町 HP＆石井 CATVで告知し、翌週 6月 2日（日）に延期

　石井町では、在宅医療に伴って排出される廃棄物に関し、注射針等の鋭利な物は医療機関への持ち込
みをお願いしていますが、その他のごみについては、次の要領で分別し、それぞれ指定袋に入れて出し
ていただければ、収集しています。

　　　　◦薬液や経腸栄養剤の容器（金属製）　　→　『空き缶』
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ガラス製）　→　『空きビン』
　　　　◦その他の在宅医療廃棄物　　　　　　　→　『燃やせるごみ』

ダイオキシン類濃度測定結果

家庭用パソコンの無料回収について
　石井町では「小型電子機器等」については、『燃やせないごみ』として収集するか、『小型家電』とし
て清掃センターへ持ち込んでいただいていますが、昨年度まで受付処理していなかった「家庭用パソコ
ン」を今年度から『小型家電』として清掃センターへの持ち込みに限り、回収しています。

※持込時に運転免許証等、住所が確認できるものを事務所に提示してください。
※ハードディスク等の個人情報は消去してください。
※一度回収したパソコンを返却することはできませんのでご注意ください。
※持込手段がない場合は、対象機器のメーカーに直接お問い合わせください。詳しくは一般社団法人パソコン
３Ｒ推進協会のホームページでご確認ください。
※事業用のパソコンや家電４品目（テレビ・エアコン・冷蔵庫・洗濯機）は従来どおり受け入れできません。

対象機器　 デスクトップパソコン本体・ノートブックパソコン・ブラウン管ディ
スプレイ一体型パソコン・液晶ディスプレイ一体型パソコン

広 報 い し い 令和元年 5月15日 第208号（23）



いしい
スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

いしい
スナップ

第２回飼料用米活用畜産物ブランド日本一コンテストにおいて、全国農
業協同組合中央会会長賞を受賞しました。おめでとうございます。

石井養鶏農業協同組合　受賞  3
27

参加した１万人を越えるランナーは、沿道からの声援やボランティアの
方からのおもてなしを受け、雨にも負けずゴールを目指し力走しました。

とくしまマラソン  3
17

今年度より開所の石井幼稚園が完成しました。見学会を兼
ねた落成式が行われ、多くの方が来場しました。

石井幼稚園落成式  3
10

理学療法士「うぐいす春夫」さんを招いて、前山公園から天堂まで歩くウォーキング
大会が開催されました。町内外から約130名の参加者があり、毎年好評となっています。

あすなろウォーキング  3
30

クレジット納付の指定代理納付者に阿波銀カード株式会社を認定
しました。今年度より開始していますので、ぜひご利用ください。

クレジット納付　認定式  3
26

メキシコで村の伝統音楽を学んでいるバイオリニストの子どもたちが石
井町にやってきました。役場１階で、楽しい演奏を披露してくれました。

メキシコ伝統音楽隊　来庁  3
14

浦庄小学校の児童らと地域の協力者が約
１年かけてアルミ缶や古紙などを集め、
その収益金で購入した車いす１台が社会
福祉協議会に寄贈されました。

浦庄小学校　車いす寄贈 2
26

今年度より自衛隊に入隊する石井町民の
方への激励会が役場で行われました。町
長や自衛隊家族会から激励の言葉が贈ら
れました。

自衛隊入隊激励会 2
21

広 報 い し い � 令和元年 5月15日 （24）第208号



桜 ま つ り （３／25～４／上旬）
３月下旬から４月上旬にかけて桜が満開となり、お花見を楽しむ家族連れなどの姿が多くみられました。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
４
月
下

旬
頃
に
見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。

多
く
の
観
光
客
が
町
内
外
か
ら

訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
の
藤
ま
つ
り
は
、
４
月
13

日
～
５
月
２
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
４
月
20
日
の
写
真
撮
影
会
の

様
子
で
す
。
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みんなの
ページだよ！

イラスト紹介

山本　奈都さん（高畑）

遠藤　達郎さん（城ノ内）

「いしい」アプリ配信中‼
防犯・防災、イベントやエリアごとのご
み収集日の情報をお届けします。施設ナ
ビやブックマークなど便利な機能も盛り
だくさん！ Android iPhone

連 載 漫 画ふじっこちゃん四コマ漫画

ウ
グ
イ
ス
さ
ん
も

や
っ
て
来
る
‼

ウ
グ
イ
ス
さ
ん
も

や
っ
て
来
る
‼

白
藤
も

入
れ
る
よ
‼

白
藤
も

入
れ
る
よ
‼

頭
の
藤
の
花
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
Ｕ
Ｐ
‼

頭
の
藤
の
花
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
Ｕ
Ｐ
‼

お
洋
服
も

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
‼

お
洋
服
も

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
‼

め
っ
ち
ゃ

カ
ラ
フ
ル
‼

め
っ
ち
ゃ

カ
ラ
フ
ル
‼

イ
チ
ョ
ウ
も
＋

イ
チ
ョ
ウ
も
＋プラスプラス

令
和
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
だ

令
和
ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
だ

れ
い
れ
い
わわ

こ
れ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

こ
れ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た‼

よ
ー
し
‼

よ
ー
し
‼ふ

じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
も

ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ち
ゃ
う
ぞ
‼

し
ち
ゃ
う
ぞ
‼

新
し
い
元
号
に

　
　
　

あ
わ
せ
て

新
し
い
元
号
に

　
　
　

あ
わ
せ
て

令
和
令
和

れ
い
れ
い

わわ

三
日
で
疲
れ
て

元
に
戻
っ
た

三
日
で
疲
れ
て

元
に
戻
っ
た

令
和
元
年

始
動 ――

‼

令
和
元
年

始
動 ――

‼

　

令
和
元
年
度

　

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

◆
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
と
は

　

町
民
の
皆
様
に
楽
し
く
健
康
づ
く

り
を
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
健
康

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
日
々
の
目
標

達
成
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
記
念

品
と
交
換
す
る
も
の
で
す
。

◆
対
象
者

　

石
井
町
民
（
年
齢
制
限
な
し
）

◆
対
象
期
間

　

４
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月
６
日

◆
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
配
布
場
所

　

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民

館
及
び
各
分
館
、
四
銀
い
し
い
ド
ー
ム

◆
応
募
の
種
類

①�

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
に
参
加
し
て
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
。

②�

日
々
の
目
標
を
立
て
１
日
達
成
す

る
と
、
１
ポ
イ
ン
ト
。

③�

ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
と
日
々
の
目

標
の
両
方
で
、
30
ポ
イ
ン
ト
。

〔
例
…
ス
タ
ン
プ
１
つ
（
10
ポ
イ
ン
ト
）

と
日
々
の
目
標
を
20
日
達
成
な
ど
〕

◆
応
募
方
法

　

マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
30
ポ
イ
ン

ト
を
集
め
て
、
令
和
２
年
３
月
６
日

ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
健
康

グ
ッ
ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
応
募
は
一
人
一
回
ま
で
）

※�

詳
し
く
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
ま
た

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

問
健
康
増
進
課
☎
６
７
４
・
０
０
０
１
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

三
月
は
一
年
間
の
ま
と
め
の
時
期
新
学
期
に
向
け
じ
ゅ
ん
び
進
む�

山
本　

奈
都
さ
ん
（
高　

畑
）

お
っ
野
口
か
！
か
も
し
か
足
の
お
嬢
さ
ん
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
走
り
去
り
行
き�

長
野　

文
夫
さ
ん
（
桑　

島
）

桜
花
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
掘
り
起
こ
し
新
年
号
を
皆
で
聞
く�

中
川
美
智
子
さ
ん
（
下　

浦
）

つ
く
し
ん
ぼ
春
の
足
音
顔
を
だ
し
道
行
く
散
歩
初
夏
の
き
ざ
し�

中
山　

幸
子
さ
ん
（　

関　

）

め
ぐ
り
く
る
追
悼
悲
し
あ
の
惨
禍
い
ま
だ
不
明
の
み
た
ま
や
す
か
れ�

井
上　

澄
子
さ
ん
（
加
茂
野
）

早
咲
き
の
蜂
須
賀
桜
見
蕩と

れ
て
は
少
し
長
居
の
あ
す
た
む
ら
ん
ど�

一
宮　

一
郎
さ
ん
（
石　

井
）

花
冷
え
と
花
粉
の
所
為
で
車
窓
か
ら
平
成
最
後
桜
満
開�

大
西　

典
子
さ
ん
（
国　

実
）

生
シ
ラ
ス
二
時
間
前
は
泳
い
で
た
カ
マ
ア
ゲ
と
共
に
丼
に
な
る�

大
草　

正
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

春
雨
に
桜
舞
い
散
り
牡ぼ

丹た
ん

咲
く
四
季
の
花
々
令
和
迎
え
る�

遠
藤　

藤
恵
さ
ん
（
城
ノ
内
）

平
成
の
最
後
に
出
ず
る
満
月
が
令
和
恋
し
と
浮
き
浮
き
渡
る�
宮
崎　

員
正
さ
ん
（
高　

畑
）

さ
わ
や
か
な
五
月
の
空
に
安
堵
す
る�

伊
澤　

慶
子
さ
ん
（
城
ノ
内
）

水
仙
が
田
園
の
細
道
春
を
呼
ぶ�

山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下　

浦
）

花
咲
き
て
水
や
る
心
我
れ
も
花�

泉　
　

史
子
さ
ん
（
下　

浦
）

平
成
や
嗚
呼
平
成
や
平
成
や�

石
黒　

裕
人
さ
ん
（
竜　

王
）

夜
泣
き
の
子
昼
は
仏
で
夜
阿
修
羅�

河
野　

康
子
さ
ん
（
高
川
原
）

さ
さ
や
か
な
米
寿
記
念
の
同
窓
会�

遠
藤　

達
郎
さ
ん
（
城
ノ
内
）

少
子
化
で
柱
の
傷
は
爺
が
付
け�

井
内　
　

宏
さ
ん
（
天　

神
）

　○に入る数字、または文字は何でしょう。
【問１】　24時間いつでもパソコンやインターネットから町税の納付
　　　　ができる○○○○○カード納付がスタートしました。
【問２】　５月○○日に行われる石井町環境美化ボランティア活動に

ぜひご協力を！

　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により6月14日（金曜日）
役場必着でご応募ください。抽選で、「1,000円の図書カード」（5名）、または
「ふじっこちゃん マフラータオル」（5名）を進呈します。

図書カード・ふじっこちゃんグッズを当てよう！広報クイズ
※記入例

［問１］　○○○○○カード
［問２］　○○日
住所・氏名（フリガナ）・年齢（または学
年）、広報へのご意見・ご感想など

※３月号の答え「①しおり　②25」
３月号の応募総数は41通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。ご了承ください。 【今号のふじっこちゃんグッズ】

マフラータオル

●
ハ
ガ
キ
で

　

◆
広
報
ク
イ
ズ

　

◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

　

◆�

イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒

の
油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く

だ
さ
い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

　

◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

◆�

作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

　

◆�

四
コ
マ
漫
画

　

◆�

赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い

い
ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写

真
に
コ
メ
ン
ト
も
添
え
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
）

　

◆�

広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
年

齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
必
ず
書
い

て
郵
便
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
多
数
の
際
は
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お

返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応　

募　

方　

法

石
井
町
役
場

　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
係

高
川
原
字
高
川
原
121―

１

〒779－3295
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三
宅　

梨
布
（
総
務
課
）

貝
川　

友
美
（
健
康
増
進
課
）

清
重　

貴
仁
（
税
務
課
）

龍
門　

奈
都
（
学
校
教
育
課
）

桑
城　

祐
太
（
建
設
課
）

　大好きな石井町で働けることとなり嬉しく思っています。まだ分

からないことばかりで先輩方にはご迷惑をおかけしますが、早く仕

事を覚え成長していきたいと考えています。住民の皆様に信頼して

いただける職員になれるよう精一杯頑張りますので、よろしくお願

いいたします。

　このたび、石井町職員として、生まれ育った石井町で働けること

をうれしく思います。まだまだ至らぬ点があり先輩方に頼ってばか

りですが、町民の皆様のため、早く仕事を覚えられるよう頑張ります。

ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、責任感をもって日々

の業務につとめてまいります。よろしくお願いします。

　昔から馴染みのあった石井町で保健師として働けることをうれし

く思います。まだまだ至らない部分は多く、先輩方を頼りながら勉

強と反省を積み重ねる日々ですが、町民の皆様が健康に暮らしてい

けるよう、少しずつでもお役に立ちたいと考えております。どうぞ

よろしくお願いします。

　石井町職員となり、早一ヶ月が過ぎようとしています。今はまだ

言われた仕事をこなすのに精一杯で、先輩方にフォローされてばか

りの未熟者ですが、昨日より今日、今日より明日と日々学び成長す

る姿勢を忘れず、責任を持って職務に邁進していきたいと思います。

石井町の皆様、今後ともよろしくお願いします。

　石井町職員として働き出してからわからないことばかりですが、

先輩方に様々なことを教えていただき、毎日少しずつですが成長を

感じながら、業務にあたっています。至らぬ所もございますが、臨

時職員として学んだことも十分に生かして、住民の皆様のお役に立

てるように、一生懸命頑張りたいと思います。

元年度　石井町新規職員紹介（平成３１年４月１日採用）和令
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